
中国市場に関しては、INPIT知財総合支援窓口や茨城県よろず支援拠点の助言を受け、知財保
護も含めリスクを最小限とし、収益向上につながる契約を締結することができました。近年、
模倣品が出回っているとの情報が入りましたが、中国のパートナー企業と連携しながら対抗策
を講じています。
知財は、「真似されない」のと同時に「真似しない」という観点も重要です。INPIT知財総合支
援窓口を一言で表すと“知財の万（よろず）相談所”です。相談をためらう方もいるかもしれま
せんが、多くの情報を持っていますし、費用も無料なので自らハードルを上げず、気軽に相談
されたらいいのではないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　 スターエンジニアリング株式会社 代表取締役社長　星哲哉様

マイクロモーター・各種コイルや非接触（RFID）IC カード・タグ、環境機器（生ご
み処理機・バイオトイレ）の設計・製造・販売等を行ってきましたが、取得済みの
特許権、商標権などについて、改めて見直すため相談しました。

★

当社は“技術力”を提供する企業ですので、これまでにも特許・商標を取得してきましたが、
大手企業への製品供給や海外展開などを行うなかで、INPIT知財総合支援窓口からの助言も
あり、既存の商標権を見直し、社名や製品名など４つの商標権を新たに取得しました。
知財という点では、IC チップのバンプ部とアンテナを合金化し、直接接合する特許を取得し
ています。これにより、小型化と高耐久化が同時に可能となり、他社に“真似されない製品”
を多くの企業に供給できています。
また環境機器には、東北大学との共同研究で開発した「アシドロ®コンポスト分解方式」を
採用しており、商標権を取得。開発中だった環境機器の遠隔監視サービスについては、
INPIT 知財総合支援窓口から助言を受け、弁理士と連携して特許を取得いたしました。これ
により、安心してビジネスを展開できるようになったと感じています。

弁理士　弁護士

利用のきっかけ

INPIT知財総合支援窓口での支援内容

利用後の変化

関
東

製
造
業

①知財保護に関する発明ポイントの助言
②特許出願、早期審査、拒絶理由通知への対応
　方法の説明
③中国市場におけるライセンス許諾を中心とし
　た事業モデルのアドバイス
④中国企業との契約書作成に関する支援
⑤中国市場における知財の権利化に関する支援

支援内容

事 業 上 の 課 題

活用した専門家

★

権利取得済みの知財を
あらためて見直し
国内外に
独自製品を供給

開発中の機器について、知財保護や中国市場におけるリスクを最小限としながら、
収益向上を目指したいと考えていました。
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...................................ご利用を検討される事業者さまへ

知財ポータル
窓口支援事例
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茨城県日立市
1980年
製造業
45人
3,000万円
https://www.stareng.co.jp/


